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掌編小説
「西暦２０７３年の我が母校」

文責／福間勇太朗（学 72期）

j i n s e n - p a r k

を通って歩いていくと、大学構内には制服を着た高校生
たちの姿も散見された。彼らはこの大学の附属校の生
徒たちで、私の講演を聴講しに来てくれたのかも知れな
い彼らは私の中学高校の後輩でもあった。
　私は２００９年に当時は高槻中学校・高等学校と呼ば
れていた私立の中高一貫校に入学し、２０１５年に高槻
高校を卒業した後に２年間の浪人生活を経て大阪医科
大学の医学部医学科に入学した。２００９年当時は正式
には大阪医科大学の附属校ではなかった高槻中学校・
高等学校は私の在学中に名実ともに附属校扱いとなり、
私の在学中は男子校であった同校は私の卒業後に共学
化され、北摂地域の女子の中学受験生から人気を集め
る中高一貫校となっていた。
　大阪医科大学が歴史の中で何度も校名を変えていっ
たように高槻中学校・高等学校もこれまで改称が繰り返
され、中等教育学校への改組もあって２０７３年現在で
は「高山聖徳中等教育学校高槻分校」というのが正式
名称になっている。我が母校は伝統的に大阪府大阪市
天王寺区にある私立中高一貫校の四天王寺高校からの
進学者が多かったが、同校との交友関係の深まりにより
高槻中学校・高等学校は数十年前に同校と合併した。
その際に高槻市ゆかりの戦国武将である高山右近と四
天王寺中学校・高等学校に縁が深い聖徳太子の名を
受けて高山聖徳という新校名が決定し、女子校であっ
た旧四天王寺中学校・高等学校を共学化した上で両
校をそれぞれ高槻分校、四天王寺分校と呼称すること
が決まっていた。
　私は詳しい事情を把握していないがここ数十年の間に
高山聖徳中等教育学校には附属小学校や附属幼稚園
も新設されたとのことで、我が母校とその附属校は今で
は北摂地域で有数の規模を誇る学校群として名を馳せ
ているという。一人息子を含めた私の親族にも我が母校
とその附属校のお世話になった人物は少なからずおり、
私の人生の意義はこの母校においてこそ確立されたの
だと改めて強く心に感じた。
　そんな感傷に浸りながら私は懐かしき講堂に入り、今
日もまた今を生きる後輩たちに温故知新の心で医学・医
療の知見を教示していくのだった。

　ここからは三人称でお送りします。名誉教授が母校で
記念講演を行っているその時、大阪府高槻市内のとあ
るマンションではいわゆる教育ママのお母さんが今年で５
歳になる娘に小学校受験の勉強をさせていました。

　西暦２０７３年の初夏のある日曜日、私は半年ぶりに懐
かしき我が母校の門をくぐった。
　阪急京都線高槻市駅から道路一本だけを隔てた道を
歩くとそこには真っ白な外壁を陽の光に照らされた病院
がそびえ立っていて、この５０年間で幾度となく改築を繰
り返しても北摂地域の医療と公衆衛生に貢献する大学
附属病院の存在意義は何も変わっていない。
　私がこの大学の医学部医学科を卒業したのは２０２３
年３月のことで、卒後すぐに母校の附属病院に初期臨
床研修医として入職した私は臨床研修の修了後そのま
ま同院のとある臨床系診療科に専攻医として入局した。
それからは大学本院と関連病院を行き来しながら１０年
以上臨床医としての医師生活を送り、ドイツへの留学を
きっかけに基礎研究の面白さに目覚めた私は妻子ある４０
代になって初めて基礎医学教室の教員に転身した。天
の巡り合わせで５０代半ばにして基礎医学教室の教授と
いう立場を得た私はそのまま定年まで教員として勤め上
げ、教授退官後は母校の名誉教授に任命される栄誉を
受けた。私の人生は常に我が母校と共にあり、我が母
校は私のもう一つの故郷と言える存在だった。
　私が入学した２０１７年には大阪医科大学という名前
だった我が母校は系列校だった大阪薬科大学と合併し
て２０２１年に大阪医科薬科大学と改称され、それからも
歴史の中で近隣の医療系大学と合併したり時には新た
な学部を新設したりしてその度に校名が変わっていった。
何度名前が変わっても我が母校がかつての大阪医科大
学と大阪薬科大学に宿っていた善き医療人育成の使命
を忘れることはなく、今日の私はそんな母校に名誉教授
としての記念講演を行うために招かれていた。今日は日
曜日だが私の講演を聴講するために臨床・基礎を問わ
ず教員時代の多数の後輩や大学院生、そして学部生
が集まってくれているとのことで、私は齢７７の老体になっ
ても我が母校の後進たちに恥じない講演をしたいと考え
ていた。

　かつてＰ１０１教室と呼ばれた講堂に向かうために中庭

「ほらエリカ、日曜日なのに早起きして眠いのは分かるけ
どちゃんとこの絵札を見なさい。さっきまでママが持って
いた絵札とこの絵札で一緒なのはなんでしょう？」

「えーと、どっちもフルーツ！」
「正解です。でも本番では丁寧にくだものって言いなさい
ね。次はいつもの練習をするわよ」

「ええー、ちょっときゅうけいしてからじゃだめ？」
　娘のエリカちゃんに見せていた赤いりんごが描かれた
絵札をケースに片付けたお母さんは、リビングの床に正
座したまま何も持たずに面接官の役としてエリカちゃんに
話しかけました。

「エリカさん、あなたが今日お試験を受けに来たこの小学
校の名前を言えますか？」

「えーと……おおさかいかしかやっかじゅういほけんりはび
りてーしょんだいがくふぞくたかやましょうとくちゅうとうきょう
いくがっこうたかつきぶんこうぐろーばるさいえんすこーす
ふぞくしょうがっこう？」

「違います！　昨日あれだけ復習したのにまだ覚えられな
いの！？　『看護』と『技術』が抜けてるじゃない！！　
もう一回言ってみなさい！」
「ふぇーん、そんなこといわれてもむずかしいよぉ……」
「ちょっとママ、朝からそんな大声出したら近所迷惑だよ。
大体こんな小さい子に毎日毎日……」
　感情的になっているお母さんの声を聞いて寝室から起
きてきたのはお母さんの旦那さんかつエリカちゃんのお父
さんである３０代の男性で、彼はエリカちゃんが受験予定
の小学校を有する学校法人の附属病院に医師として勤
務していました。

「うるさいわね、そもそもあんたの収入が低いからエリカ
をあの小学校の附属幼稚園に入学させられなかったん
でしょ！　もしエリカが大阪医科歯科薬科獣医看護保
健技術リハビリテーション大学附属高山聖徳中等教育学
校高槻分校グローバルサイエンスコース附属幼稚園芥
川校舎に入学できてたら小学校受験で加点して貰えた
のに！！」

「そんなこと言ったって附属幼稚園から確実に小学校に
入れて貰える訳じゃないんだから無理に私立幼稚園に行
かなくてもいいじゃないか。大体高山聖徳中等教育学校
には普通に中学受験で入れるんだから僕はエリカは公立
小学校でもいいって思ってるよ」

「あんたは自分が中学受験の面倒を見る訳じゃないから
そんなことが言えるのよ！　エリカが大阪医科歯科薬科
獣医看護保健技術リハビリテーション大学附属高山聖徳
中等教育学校高槻分校グローバルサイエンスコース附

属小学校に入れたらほぼ確実に大阪医科歯科薬科獣
医看護保健技術リハビリテーション大学附属高山聖徳中
等教育学校高槻分校グローバルサイエンスコースに進学
させて貰えて、そのまま医学部か歯学部か薬学部か看
護学部かそれ以外か分かんないけどとりあえず現役で
大阪医科歯科薬科獣医看護保健技術リハビリテーション
大学に進学できるのよ！？　このチャンスをみすみす逃
す手なんてないじゃない！！」

「うわーん、パパもママもあさからけんかしないでよー」
「全くもう、君が延々怒鳴るからエリカが泣いちゃったじゃ
ないか。面接で正式な校名を言えないと落とされるなん
てインターネットに書かれてた噂でしかないし、僕の勤務
先だって正式名称は『学校法人大阪医科歯科薬科獣
医看護保健技術リハビリテーション大学大阪医科歯科薬
科獣医看護保健技術リハビリテーション大学病院』だけ
ど学校法人名まで全部言わせるつもりかい？」
「そうだったの！？　それならちゃんと全部言えれば他の
受験生に差を付けられるわ！！　エリカ、今からママが
もっと正しい学校の名前を言うからちゃんと覚えなさいね。
せーの、学校法人大阪医科歯科薬科獣医看護保健技
術リハビリテーション大学大阪医科歯科薬科獣医看護保
健技じっ！！」

「うわっどうしたのいきなり！　って思いっきり舌噛んで
る！？　僕内科医どころか病理医だから何も処置できな
いよ！　救急車救急車！！」

「うわーんしなないでママー！！」

　小学校受験生とその親御さんは今日も大変です。

　（おしまい）
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　拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げ
ます。
　このたび、兵庫県神戸市須磨区にて「神戸板宿クリ
ニック 整形外科・皮膚科・美容皮膚科」を開院いたし
ましたので、謹んでご報告申し上げます。

ご開業のきっかけについて
　私たち夫婦は２００５年に母校を卒業いたしました。
院長である私は、当初は循環器内科や産婦人科への
進路を考えておりましたが、大阪厚生年金病院（現ＪＣ
ＨＯ大阪病院）での初期研修中に整形外科へと志を転
じました。理由は、今でいう “ワークライフバランス” を
重視したいという思いからです。
　その後、手外科を専門とし、市立豊中病院、神戸
市立医療センター中央市民病院・西市民病院にて後期
研修を受け、大阪大学整形外科学教室に入局。関連
病院での勤務と大学院での研究を通じて、医師としても
一個人としても多くを学びました。
　２０１７年からは、兵庫県明石市の特定医療法人誠
仁会 大久保病院にて、手の外科・外傷センター部長
として勤務。手術に喜びを感じながら、２０２５年までに
約３ ,０００件の手術を行い、作業療法士８名を擁する手
外科チームを構築いたしました。
　恵まれた勤務医生活を送っており、当初は開業を考
えておりませんでした。しかし、周囲の勤務医の先輩方
が不満を抱えながら働く姿に触れ、４０歳を迎える頃か
ら開業を選択肢の一つとして意識するようになりました。
　医業での開業は、これまで培ってきた医療サービスを
提供するだけと考えがちですが、実際には人件費や物
価の高騰に対し、診療報酬は国が定めるため価格転
嫁ができず、消費税も患者さまから徴収できないなど、

平成１７年卒（学５４期）
院　長 川西洋平 先生

平成１７年卒（学５４期）
副院長 川西恵美子 先生

ビジネスとしてはかなり厳しい現実があります。しかし、
他業種での開業も検討しましたが、最終的には自分の
専門性を活かせる医業での開業を決意いたしました。
　院長とは名ばかりで、実際には中小企業の経営者と
しての責任を担うことになります。医業での開業は茨の
道とも言えますが、さまざまなご縁に恵まれ、夫婦で現
在の地にて開院する運びとなりました。
　執筆時は開業して間もない時期ではありますが、医療
業界での経営は簡単ではないと体感しております。まず、
コロナ禍以前はｓａｆｅｔｙ ｎｅｔとして機能していた飲食業でさ
え時給がかなり高騰しており、クリニックに良い人材を確
保するのは容易ではありません（現時点では人材に恵ま
れたと信じています）。また、開業前は “ｐａｐｅｒ-ｌｅｓｓにし
てやる！” と燃えていましたが、すぐに諦めました。病診
連携にもオンライン対応してくれる医療機関はごく稀（今
のところ１つだけ）で、いまだにＦＡＸや電話が必要です。
同時に、世間では経営効率を上げるための手段として主
流であるデジタル化はかなり遅れていて、しばらく進まな
いと感じました。電子カルテという名のレセプトコンピュー
ターと医療機器との連携も病院ほどスムーズではありま
せん（メーカーはできないといいますが、しぶとく交渉？
すれば全てできました）。電子処方箋やオンライン決済を
導入しても紙で控えを渡さなくてはいけない。などなどき
りがありません。結局は、いちクリニックが頑張ったとこ
ろで、国が主導する医療業界全体のシステムと主たる
ユーザーである高齢者が対応しないので不可能だとわ
かりました。現在は、”ｔｏｏ ｍｕｃｈ ｐａｐｅｒ”で運営しており、
毎日の診療終わりにシュレッダーにかけられた大量の紙
屑を高額な業務用ごみ袋に押し詰めています。SDGs
やデジタル化といった建て前と相反する現実を目の当たり
にしています。この課題は、次の世代の託したいと思い
ます。

開業しました！

仁泉会の先生方に一言お願いします
　学生時代はサッカー部に所属しておりました。部活動
に熱心とは言えませんでしたが、同期・後輩・一部の先
輩方との関係は良好で、医局や職場でご一緒した先生
方もおられ、今でもプライベートで定期的に交流を続けて
おります。開業準備に際しても、同時期に開業される仁
泉会の３人の先生方と共に情報共有とメーカーとの価格
交渉を行うことができ心強く感じました。
　また、ふとしたご縁から、北海道大学の先生のご紹介
で、道東の町立別海病院にて毎月出張医として外来・
手術を担当しておりました。同院は、大阪医科薬科大学
病院や市立枚方病院の初期研修プログラムにおける地
域医療枠の研修先でもあります。札幌には２０年近く訪れ
ておりませんが、別海町には６年間ほぼ毎月勤務しており、
地域にも詳しくなりました。母校へのささやかな恩返しとし
て、研修に来られた初期研修医には手術に参加いただき、
夕食を共にし、道東ならではのレクリエーションにもご案内
しておりました。そこでのご縁もあり、開業前には枚方東
整形外科病院（旧高井病院）にて手外科医として勤務
させていただきました。
　このように、開業前から母校および仁泉会の先生方と
のご縁を大切にしてまいり
ました。
　現在、当院では整形
外科・皮膚科の保険診
療を中心に、患者さま一
人ひとりに寄り添った丁寧
な診療を心がけておりま
す。透視装置とオペ室を
備えており、手・肘・足
の骨折などに対する日帰り

手術にも対応可能です。地域の皆さまの運動器・皮膚・
美容の健康を支える「かかりつけ医」として、信頼され
る存在を目指してまいります。

　今後とも初心を忘れず、日々 研鑽を重ねてまいりますの
で、近隣にお住まいの仁泉会の先生方におかれましては、
患者さまのご相談・ご紹介、そして変わらぬご指導ご鞭
撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

敬具

神戸板宿クリニック 整形外科・皮膚科・美容皮膚科
 • 所在地 〒654-0011
 兵庫県神戸市須磨区前池町 3-3-1 森岡セントラルビル2・3F

 • 電話 078-742-6436

 • 診療科目 整形外科／手外科
 皮膚科／美容皮膚科

 • ホームページ https://www.akegonet.com
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名称 ゆう　ひらかた乳腺・外科クリニック
住所 〒573-1191　
 大阪府枚方市新町１丁目１-１
 そうごうメディカルモール枚方市駅前 2F
診療科目 乳腺外科・外科
診療時間 月～金 9:00~13:00
  15:00~19:00
 土 9:00~13:00
休診日 木曜・日・祝日
ホームページ https://uhirakata-breast.com/
仁泉会の先生方に一言
 今後は地域の乳がん診療に貢献す

べく、精進してまいります。
 引き続き、ご指導・ご鞭撻のほどをよ

ろしくお願いいたします。

高橋優子先生（学 50期）
開業しました！

名称 ふじもり形成外科
住所 〒631-0003　
 奈良市中登美ヶ丘３丁目３番
 アクロスプラザ奈良登美ヶ丘２階
電話 0742-93-4360
FAX 0742-93-4361
診療科目 形成外科、美容診療
診療時間 火～日 9:00~12:00
 火～土 13:00~16:30
 火～金 16:30~18:30
美容診療 火～日 9:00~18:30
 土 9:00~16:30
 日 9:00~12:00
休診日 月曜・祝日
ホームページ https://www.fujimori-prs.jp/
仁泉会の先生方に一言
 外傷、皮膚腫瘍、まぶたや爪の手

術加療を行っています。

藤森 靖先生（学 46 期）
開業しました！

名称 みよしクリニック
住所 〒573-1106　
 大阪府枚方市町楠葉 l 丁目６番６号
 くずはサングリーンビル２階
 （京阪樟葉駅徒歩３分）
電話 072-867-3387
診療科目 内科・呼吸器内科・耳鼻咽喉科・
 アレルギー科
診療時間 月～水、金、土 9:00~12:00
 （金は耳鼻咽喉科のみ）
 月、火、木、金 16:00~19:00
休診日 水・土午後、木午前、日曜・祝日
ホームページ https://miyoshi-clinic.net/
仁泉会の先生方に一言
 たいへんお世話になります。
 よろしくお願いします。

今西将史先生（学 51期）
開業しました！

ざんねんなかんじゃ辞典５

直美

根っ子

ぽん太−1 . 0（学31期）

まんが 第77回
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令和 7年度第 4回理事会
日　時： 令和７年１０月１８日（土）
   午後３時３０分～午後４時３０分
場　所： 母校新講義実習棟４階　特別応接会議室

【報告事項】
　1. 物故者　18 名
　2. 全国私立医科大学同窓会連絡会報告　　
 「西部会」令和 7年 9月 27 日
 於　リーガロイヤルホテル大阪
 「全国会」令和 7年 10 月 4 日
 於　ホテルグランヴィア岡山
　3. その他　会員新聞掲載

【協議事項】
　1． 議事録署名者の件
 理事長及び出席監事　可決承認
　2． 大学依頼の件
 三重県支部への協力依頼について
 可決承認
　3． 令和８年度総会運営の件
 日時、会場について可決承認
　4． 仁泉会１００周年記念事業の件
 継続審議
　5． 令和８年度学術集会助成事業の件
 募集要項協議　可決承認
　6． 次回会議の件
 令和８年１月３１日（土）　母校にて開催　
 可決承認

医師国家試験対策事業報告 理事会開催報告
医師国家試験対策事業の一環として６年生全員に鉛
筆の贈呈を行いました。

　令和７年１０月２５日（土）に、大阪医科薬科大学さわ

らぎキャンパスにて、学園祭を開催いたしました。当日は

天候に恵まれない時間帯もございましたが、多くの皆様に

ご来場いただき、お陰様で大盛況のうちに全日程を終える

ことができました。心より御礼申し上げます。

今年の学園祭では、学生の部活動による創意工夫を凝らした模擬店に加え、外部からキッチ

ンカーを誘致し、食の楽しみも充実いたしました。また、今年から初めて企画した相撲大会

を開催するなど、学生の活力が溢れる新たな試みで大いに盛り上がりを見せました。ステー

ジイベントでは、プロの吉本興業所属芸人様による漫才をご披露いただいたほか、地域の子

どもたちと共に企画を実施するなど、地域連携も深めることができました。

　例年、最大の盛り上がりを見せる豪華抽選会は、大雨の影響により、例年グラウンドのステー

ジで行っていたものを急遽、卓球場へと会場を変更して実施いたしました。特別ゲストとし

て安田大サーカス様にお越しいただきましたが、卓球場という限られた空間で開催したこと

により、かえってゲストと来場者の皆様との距離が近くなり、一体感のある熱気に包まれた

抽選会となりました。

　こうした大規模なイベントを成功裡に開催できましたことは、ひとえにＯＢ・ＯＧの皆様か

らの日頃のご支援、並びにお力添えの賜物であり、学生一同、心より感謝いたしております。

　この場をお借りし、改めまして深甚なる御礼を申し上げます。今後とも、学生の自主的な

イベント活動に対し、変わらぬご指導、ご鞭撻、そして温かいお力添えを賜りますよう、何

卒よろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　

大阪医科薬科大学　学友会会長　上野 久（4回生）

2025 年度

学園祭が

開催されました

神戸支部新年会
日時： 令和８年１月２４日（土）　
 午後６時から
場所： フレンチレストラン　イグレックベガ

北区支部総会
日時： 令和８年３月２１日（土）
 午後６時から（予定）
場所： 大阪東急 REI ホテル

岡山県支部総会
日時： 令和８年３月８日（土）
 正午から（予定）
場所： ANAクラウンプラザホテル岡山

※詳細は支部よりお送りされるご案内を
　ご確認下さい。

支部会開催の予定について
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令和 8年度定期評議員会及び総会開催のご案内

日　時：令和８年５月３１日（日） 

場　所：ホテルグランヴィア大阪　２０階　「鳳凰Ａの間」

評 議 員 会 ：午後１時から
総　　　会 ：午後１時３０分から
懇 親 会 ：午後３時３０分から

令和８年度の総会は下記にて開催いたします。
本年は例年より開始時間を早めております。
今からご予定にお加えいただきますようお願い申し上げます。

記

学部６期　河嶋 稔先生

令和７年９月１５日慢性心不全の為ご逝去（９３歳）。
昭和３２年卒。
母校卒業後、関西電力病院にて１０年間ご勤務されま
した。その後、枚方市にて河嶋医院をご開業され、地
域医療の発展に尽力されました。
ご遺族　長男　亨様

学部１２期　中島孝雄先生

令和７年９月２８日肺炎の為ご逝去（９０歳）。
昭和３８年卒。
昭和５１年５月、東京都目黒区にて中島医院をご開業さ
れ、長きにわたり地域医療を支えておられました。
ご遺族　長男　耕一様

次の会員が亡くなられました。
慎んでご冥福をお祈り致します。

事務局編集係

学部１６期　石垣 宏先生

令和７年１０月１４日誤嚥性肺炎にてご逝去（８４歳）。
昭和４２年卒。
稲沢市民病院にてご勤務されました。その後、名古屋
市西区にて森外科医院をご開業され、地域医療に貢献
されました。また名古屋大学外科同門会にてもご活躍さ
れました。
ご遺族　長女　聡子様

学部２８期　桂 邦雄先生

令和７年９月２７日COVID-19 肺炎の為ご逝去（７２歳）。
昭和５４年卒。
母校卒業後、精神科医局に入局されました。その後、
１９９５年に豊中市にて桂クリニックをご開業され、地域
医療の発展に尽力されました。
ご遺族　妻　奈保子様

学部３６期　井上美栄先生

令和７年８月３日ご病気の為ご逝去（６２歳）。
昭和６２年卒。
城山病院にてご勤務されておりました。
ご遺族　夫　和路様

　今年は午年、６０年に一度の丙午になります。６０年
前の丙午の時は、丙午年生まれの女性は気性が激しく
夫を食い殺す、などと大きく報道されたこともあって産み
控えが生じ、前年の約１８２万人より約４６万人の減少と
なりました。いまどき迷信を気にする若い人は少ないでしょ
うが、それでなくとも出生数の減少は日本の将来にとって

大きな不安要因です。個人の生き方を尊重し、自分ファー
ストの考えが主流となってきている現代社会では出生数
の減少には歯止めがかからないでしょう。子どもを育てる
ことにより子どもの目線で世界を見ることができ、視野が
広がりそれは自分自身にとって貴重な体験になると、私
は若い人に話しています。　　　　　　　　　 （HM）

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和 7年度　10，000 円
令和 6年度　10，000 円
令和 5年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。

●57 巻 2 号（令和 8年 4月 1日発行）
　締切　令和 8年 2月末日

●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636
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★

西大島

大島交番 N

至西宮

寳
樹
院

★

TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

消化器内科・内科・心療内科の承継物件テナント
募集

場　　所：大阪市浪速区難波中 2-3-3
募集科目：皮膚科・婦人科を除く全科目
　　　　　※推奨科目：消化器内科・内科・心療内科
募集区画：2階 35.4 坪

5F：婦人科クリニック

4F：皮膚科クリニック

3F：美容エステ

2F：　募集区画

1F：日本調剤なんば薬局

★各階盛業中
★南海電鉄「なんば」駅
　徒歩2分

■エレベーター設置
■内視鏡、腹部・心臓エコー、Ｘ線設備等は譲渡対象
です。（金額等応相談）
○昼夜通して人通りの多いエリアです。周辺はショッピングモール
が多く立地しており、視認性抜群です。
 ・賃貸借契約にあたっては、調整・打ち合わせが必要になります。
 ・建物外観や仕様・契約面積等は変更になる可能性があります。

●角地に面しており、視認性良好です
●乗降客数の多いなんば駅からの
アクセスが抜群です

●皮膚科・婦人科盛業中の医療モール
です

お問い合わせ先
仁泉会事務局：TEL   072-682-6166
　　　　　　　FAX  072-682-6636
　　　　　　　e-mail  jimu@jinsenkai.net

内科継承物件のご案内
場　　所：兵庫県尼崎市大島 3丁目 36-1
賃貸物件： 59.7 坪（家賃 385,000 円）水上マンション１階（専用駐車場 4台）
開設者種別： 医療法人（出資持分あり）
標榜科目： 内科、小児科、放射線科、循環器内科、消化器内科
開業（開設）： 昭和 54年 6月（平成 11年 4月法人設立）
処　　方： 院外処方
主な導入機器： 電子カルテ、レントゲン設備、デジタル画像診断、超音波設備（腹部、心臓、
 頸部など）、心電図など
特　　徴： 内科一般、循環器、消化器、
 糖尿病など幅広く診療
譲渡理由：後継者不在
当方の希望：

お問い合わせ先
仁泉会事務局：TEL   072-682-6166
　　　　　　　FAX  072-682-6636
　　　　　　　e-mail  jimu@jinsenkai.net
　　　　　　　陳 京生（学 21期）

求む‼ 老健施設長
《人生100年時代 再就職先に最適です》

《募集内容》
資　　格：医師免許のある方（専門分野問いません）
勤　　務： ① 週 5日　週 39時間程度
 ② 週 4日　週 32時間以上
年　　収： ① 1,200 万円（詳細は面談の上）
 ② 1,000 万円（詳細は面談の上）
《連 絡 先》 
郵便番号：621-0046
住　　所：京都府亀岡市千代川町北ノ庄向条 24番地（京都縦貫道千代川 IC直ぐ）
最寄り駅：JR嵯峨野・山陰線 千代川駅（送迎可）・（車通勤可）
　　　　　電話番号　　　0771-29-1121
　　　　　ホームページ　https://www.osawa-komorebi.com
　　　　　メール　　　　kameoka@osawa-komorebi.com

《募集法人》
医療法人大澤会　介護老人保健施設こもれび
理 事 長　大澤直也
担当理事　島田眞久（学 14期）
採用担当　田中慶二郎（老健事務長）

２０２６年３月末には閉院の予定ですので
早急に継承可能な方を希望します。
条件、譲渡額等はご相談に応じます。
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大阪医科薬科大学女性医師の会
第５回総会のご案内（第１報）

　拝啓
　新春の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素より温かいご支援とご交流を
賜り、心より御礼申し上げます。
　このたび、「女性医師の会」第 5回総会を下記の日時で開催する運びとなりました。
　本会は、「思いやりと情熱を持った女性医師を目指して～学年、世代、専門性を越えた　生涯変わらない同窓
生のつながり～」をテーマに、年に一度、世代を超えて語り合い、学び合い、刺激を受ける貴重なひとときを共有
しております。
　おいしいお食事を囲みながら、懐かしい顔ぶれや新たな出会いに触れ、「年代や専門性を超えて同窓で集まる楽
しさ」を実感していただける場となっております。百聞は一見に如かず̶̶ぜひ一度、ご参加ください。同窓会を
兼ねてご参加くださる学年もあり、クラブや職場の先輩後輩、同級生などお誘い合わせのうえ、気軽にご参加いた
だければ幸いです。
　詳細は、次号の仁泉会ニュース、およびメール配信でご案内いたします。まずは日程のご調整をお願い申し上げ
ます。

記

日　　時： 令和８年６月１３日（土）午後４時　受付開始
 午後４時３０分～５時４５分 総会および医療講演会、午後６時～８時 懇親会
 医療講演会講師：
   愛知医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座教授（特任）　内田育恵先生（学３９期）
場　　所：ホテルグランヴィア大阪

【ホームページのご案内とメール登録】
女性医師の会では、近況報告やイベント情報などを共有できるホームページを運営しています。
会合のご案内等を送らせていただきますのでメールアドレスをご登録下さい。
数年以内にメールアドレスをご変更された方もご連絡ください。届かない事例が増えています。
宛　　先：omc-women@jinsenkai.net（仁泉会事務局内、女性医師の会）
件　　名：メールアドレス登録（変更）
登録内容： ①氏名（旧姓）、 ②卒業年度もしくは学期、 ③メールアドレス ホームページ


